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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、中国・海南島北部に分布するマングローブ湿地の花粉分析に基づき、沿岸環境・海水準変動と
関連したマングローブの植生変化を復元する。 
 「マングローブ」は生態学的な用語であり、分類学的に異なる種類の高木・灌木の群集である。それらは、
閉鎖的な熱帯・亜熱帯の海岸沿いなどの潮汐の影響のある塩水湿地環境に群生する。マングローブ林の植生は、
河川、州、浜など様々な環境下において、異なった種から構成され、海岸と平行な分帯を構成する。また、マ
ングローブ性堆積物（粘着泥）は高い粘性をもつため、局地的な花粉をトラップ・保存しやすく、再移動・再
堆積した花粉粒子はマングローブ環境、特にマングローブ湿地では限定される。よって、化石化したマングロー
ブの残存物、特に花粉粒子は堆積物の層序や古地理を解釈するうえでよく用いられる。また、マングローブの
花粉は温暖気候や旧汀線の指標となる。 
 表層花粉組成と現生マングローブの構成種の関係を明らかにするため、中国・海南島北部におけるマングロー
ブ湿地の表層堆積物の花粉分析をおこなった。潮間帯におけるマングローブの種構成とその植生帯を把握する
ため、マングローブ湿地に6測線（測線1‐6）を設定し、うち測線1、3、5、6 について花粉を採取・分析した。
その結果、表層堆積物中の花粉とマングローブ、そして局地的な植生が密接な関係をもっていることが明らか
になった。表層花粉組成は潮間帯における植生帯とおおよそ一致する。Rhizophora が高率であるのに対し、
Avicennia、Ceriops、そしてBruguiera が低率である。Bruguiera -Lumnitzera-Ceriops で代表される陸域のマ
ングローブは上部潮間帯、Rhizophora - Avicenniaで代表される海域のマングローブは下部潮間帯、そして 
Hibiscus、Clerodendron、Cerbera を含むマングローブ群集は汀線に近い陸域の指標種とみなせる。他のマン
グローブにおいて一般的なExcoecaria、Kandelia、Aegiceras、そしてXylocarpus は少ない。外来花粉は殆ど
の試料において認められたが、多くのパリノモルフはマングローブ湿地起源である。マングローブ花粉は海南
島北部における現生の植生帯と調和的な分布を示す。 
 東寨（Dongzhai）マングローブ湿地から採取したDZOlコア（7.8ｍ）の花粉分析の結果、海南島北部における
完新世の植生変化と沿岸地域の古環境変化が明らかになった。DZOlの年代軸は４つの放射性炭素年代値に基づ
き決定された。堆積層序と放射性炭素年代は、7，000yrBP以降、マングローブ湿地が分布したことを示す。花
粉分析結果はコア地点周辺の局地的・地域的な植生変化を示す。局地的な植生としてはマングローブ、そして
地域的な植生としては熱帯雨林と海浜のものが卓越している。DZOlコアにおいてマングローブ花粉化石は、完
新世中期以降、連続的に産出する。解析結果は、7,000yrBP以降マングローブが群生し、6,650‐5,000yrBP と
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3,100‐2,000yrBP にRhizophora - Avicennia が特に群生したことを示す。これらステージは研究地域における相
対的海水準の高頂期を意味する。また、同ステージのマングローブの発達は、多湿温暖な気候よりも潮汐エス
チュアリーや閉鎖的なラグーンといった環境の変化に起因すると考えられる。この結果は既存研究と調和的で
ある。5,000‐3,100yrBP と2,00yrBP ‐presnt の Rhizophora とAvicennia の減少、Brugiera 、Lumnitzera、
Ceriops の増加は、同時期の相対的海水準の低下と沿岸環境の変化に起因する可能性がある。完新世後期
（3,400yrBP）の年代を示すマングローブ質泥炭は、マングローブ湿地における海水準変動と沿岸堆積環境の変
化を強く示唆する。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 マングローブは熱帯および亜熱帯の海岸や河口などの潮汐の影響のある塩水湿地環境に生える常緑低木、高
木植物または植生の総称である。マングローブ林の植生は、河川、州、浜など様々な環境下において、それぞ
れ異なった多様な種から構成される。地質学的研究において、過去の堆積環境を高精度に復元するための指標
として、最近、マングローブの花粉化石が注目されている。筆者は、豊富なマングローブ植生を有する中国・
海南島北部に分布するマングローブを研究対象とし、その湿地堆積物の花粉分析を行い、完新世のマングロー
ブ植生変化を解読し、沿岸環境・海水準変動が植生変化に与えた影響を詳細に検討した。研究では、まず、花
粉組成と現生マングローブの構成種、さらに周辺地形との関係を明らかにするため、マングローブ湿地の表層
堆積物の花粉分析を行い、表層堆積物中の花粉とマングローブ植生が密接に関連すること、Bruguiera - 
Lumnitzera- Ceriops で代表される陸域のマングローブは上部潮間帯、Rhizoph ra - Avicennia で代表される海
域のマングローブは下部潮間帯、そしてHibiscus、Clerodendron、Cerbera を含むマングローブ群集は汀線に
近い陸域の指標種になることを示した。そして、これらの研究結果を基礎にして、マングローブ湿地から採取
したコア堆積物の岩相層序・年代測定および花粉分析を行い、完新世のマングローブ植生変化と沿岸湿地の古
環境変化を検討した。その結果、マングローブ花粉化石は、完新世中期以降、連続的に産出し、6,650‐5,000yrBP 
と3,100‐2,000yrBP にRhizophora - Avicennia が特に優勢であることから、この時期は相対的海水準の高頂期で
あったことを指摘した。また、5,00‐3,100yrBP と2,000yrBP - 現在におけるRhizophora とAvicennia の減少、
Bruguiera、Lumnitzera、Ceriops の増加は、相対的海水準低下と沿岸環境の変化に起因することを明らかにし
た。 
 以上のように、マングローブの完新世花粉化石を用いて古環境変遷を高精度に解明した本研究は、地質学・
第四紀学分野の今後の発展に大きく寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと認め
る。 
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